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「2010 年５月期 第３四半期連結業績概要」のお知らせ 

 

「平成 22 年５月期 第３四半期決算短信」に関する補足説明の資料として、添付の「2010 年５月

期 第３四半期連結業績概要」をお知らせいたします。 

 

なお、本資料には、当社の現在の計画や業績の見通しなどが含まれております。これら将来の

計画や予想数値などは、現在入手可能な情報をもとに、当社が計画･予想したものであります。

実際の業績などは、今後の様々な条件・要素によりこの計画などとは異なる場合があり、本資料

はその実現を確約、保証するものではございません。 
また、本資料への公認会計士または監査法人の関与はございません。 

以 上 
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2010年３月17日
アスクル株式会社

2010年５月期 第３四半期 連結業績概要

既存事業のトップラインは回復
11/５期に向けプラス成長への兆し

～SOLOELスタンダードは第４四半期オープン予定～

1

（ご注意）
本資料には、当社の現在の計画や業績の見通しなどが含まれております。これら

将来の計画や予想数値などは、現在入手可能な情報をもとに、当社が計画･予想し
たものであります。実際の業績などは、今後の様々な条件・要素によりこの計画など
とは異なる場合があり、この資料はその実現を確約したり、保証するものではござい
ません。また、この資料への公認会計士、監査法人の関与はございません。

本資料における新規事業とは「SOLOEL」「アスマル（ぽちっとアスクル）」「上海愛速

客楽」を指します。既存事業とは新規事業以外を指します。
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Ⅰ. 現在のステージ

Ⅱ. 第３四半期業績の概要

Ⅲ. 通期業績の見通し

Ⅳ. 既存事業の施策

Ⅴ. 新規事業の進捗状況
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～01/５期
（カタログビジネスモデルによる高成長）

02～04/５期
（基盤の磨き込み）

（億円） 売上高、営業利益の推移

売上高 ：棒グラフ（左目盛）
営業利益：折線（右目盛）

（注） 97/５期までのデータは、プラス㈱

アスクル事業部としてのものであり、

公認会計士または監査法人による

関与はありません。

SOLOEL
黒字化

（億円）

11/５期～
（大きな飛躍）

07～09/５期
（次世代ビジネス
モデルへの変革）

既存＋SOLOEL
相乗効果による

売上拡大

05～06/５期
（持続的成長）

SOLOEL、ぽちっとアスクル、
上海アスクル、

Ｂｉｚｅｘ対前期増分

67億円（54％)

009/9/５５期第４四半期開示期第４四半期開示資料資料抜粋抜粋

11/５期以降、売上高、利益共に大きな成長段階へ

（注） 上海愛速客楽およびBizex㈱の単体損益よりグループ間取引高を除いたものです。

除く、
アスクルアリーナ等
売上高

10/５期
対前期増分

125億円

アスクルアリーナ等
売上高

Ⅰ．現在のステージ
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Ⅱ. 第３四半期業績の概要

Ⅲ. 通期業績の見通し

Ⅳ. 既存事業の施策

Ⅴ. 新規事業の進捗状況

5

厳しい経済環境に加え、新規事業の立ち上げの遅れもあり、売上高は微減
セールスミックスの良化により売上総利益率が改善、総利益額は前年同期並みを確保
業務統合システムの稼動に伴う償却費負担の増加などにより販管費が増加。利益水準
は前年同期を下回る
今後は「業務統合システム導入によるBPR(13ページ）」によりコスト削減を推進

76.5△832△24.81.82,5252.43,358四半期純利益

72.4△997△16.83.54,9254.25,923経常利益

71.7△887△15.03.65,0164.25,904営業利益

69.8+740+2.719.927,71119.026,971販管費

70.1△147△0.423.532,72723.232,875売上総利益

68.5△2,803△2.0100.0139,052100.0141,856売上高

通期予想

進捗率
差 額
（B）-（A）

前年同期比
（B）/（A）－１売上比

金 額
（B）売上比

金 額
（A）

10/５期 第３四半期09/５期 第３四半期

９ヶ月累計

％百万円 ％％百万円 百万円 ％

Ⅱ．第３四半期業績の概要（連結）
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営業利益の進捗比較
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07/５期 08/５期

09/５期 10/５期

（注）通期実績（予想）を100とした場合の各四半期累計の推移

10/５期の第３四半期終了時
点の利益は、例年と同水準
の進捗状況

10/５期の第２四半期から第
３四半期にかけての進捗状
況が例年に比べて緩やかな
のは、業務統合システム関
連の償却費負担により販管
費が増加したため

今後は「業務統合システム導
入によるBPR」によりコストを
削減、また、既存事業のトッ
プラインが回復傾向にあるこ
とから通期の利益計画は変
更しない予定

（四半期）

09/５期は第４四半
期以降売上が停滞
10/５期は第４四半
期以降回復の兆し

7

単体単体

（注） 07/６月度を100として指数化しております。

売上高・購入お客様単価の推移
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170
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08/５期 09/５期

（月度）

稼
動
日
数

稼
動
日
数

7788

7788

7474

7575

10/５期

売上高の推移

10/10/５５期期

09/09/５５期期

前前年同年同期比期比（９ヶ月累計）（９ヶ月累計） △△2.02.0％％

449億円
前１Ｑ比
△2.4％

474億円
前２Ｑ比
△4.3％

４Ｑ

（億円）

449億円
前３Ｑ比
△1.8％

7722

7722

購入お客様単価の減少幅は縮小、売上高に下げ止まりの兆し
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08/５期 09/５期

（月度）

稼
動
日
数

稼
動
日
数

7788

7788

7474

7575

10/５期

購入お客様単価の推移

10/10/５５期期

09/09/５５期期

前前年同年同期比期比（９ヶ月累計）（９ヶ月累計） △△7.27.2％％

前１Ｑ比
△6.2％

前２Ｑ比
△8.7％ ４Ｑ

前３Ｑ比
△6.5％

7722

7722
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8（注） 07/６月度を100として指数化しております。

購入お客様数の推移

【お客様数拡大の背景】

* ECO-TURN(読み方“エコターン”)配送
商品配送時に、リターナブル梱包資材（通い箱・通い袋）
でお届けし、当社が回収・再利用することで、お客様先
での廃棄物を削減する仕組みです。

新規のお客様の獲得

09年８月発刊カタログで
過去最大級の値下げ実施

既存のお客様の定着化

ECO-TURN*配送のエリア
拡大に伴うサービス強化

単体単体

カタログ施策・サービス差別化により、購入お客様数を拡大
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08/５期

09/５期

（月度）

稼
動
日
数

稼
動
日
数

7788

7788

7474

7575

10/５期

購入お客様数の推移

10/10/５５期期

09/09/５５期期

前前年同年同期比期比（９ヶ月累計）（９ヶ月累計） ++4.64.6％％

前１Ｑ比
+4.0％

前２Ｑ比
+4.9％ ４Ｑ

前３Ｑ比
+5.0％

7722

7722

9

190,469

16,435

174,034

10,724

35,805

44,617

82,886

金額
（百万円）

（参考）09/５期通期10/５期第３四半期累計09/５期第３四半期累計

+2.1

△18.6

+4.6

+16.0

+9.8

+1.6

+2.9

前年同期比
（％）

141,856

12,093

129,762

7,646

26,765

33,049

62,301

金額
（百万円）

△0.6△4.931,415事務用品

+0.4△2.0139,052合 計

△21.5△18.79,831オフィス家具

+3.1△0.4129,221小 計

+19.4+35.210,341その他

+8.7+4.127,856オフィス生活用品

+1.2△4.359,607ＯＡ・ＰＣ用品

前期比
（％）

前年同期比
（％）

金額
（百万円）

成長分野として注力しているオフィス生活用品は前年同期を上回る売上高を確保

お客様企業のコスト削減意識の高まりにより事務用消耗品・耐久財の売上高は減少

足元では、オフィス家具などの耐久財の売上動向に改善の兆し（次ページご参照）

品目別売上高（連結）
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6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月

稼働日修正前 93.9% 94.4% 105.4% 96.8% 93.0% 97.2% 91.1% 107.1% 98.3%

稼働日修正後 96.3% 96.2% 101.1% 96.8% 97.7% 97.2% 97.3% 99.1% 101.0%

70%

80%

90%

100%

09
/6

月

09
/7

月

09
/8

月

09
/9

月

09
/1

0月

09
/1

1月

09
/1

2月

10
/１

月

10
/２

月

29ヶ月ぶりの
100％越え

耐久財の売上動向に改善の兆し

◆稼働日修正後のオフィス家具の売上高（単体）前年同期比の推移

◆10/５期 月次売上高（単体）前年同期比の推移

景況感に合わせた新商品の投入

オフィス家具の売上高が回復

11

売上総利益率 23.5％ （９ヶ月累計）
⇒前年同期比 +0.4ポイント
⇒通期計画値 23.0％

＜四半期ごとの売上総利益率の推移＞
１Ｑ：24.4％ ２Ｑ：23.1％ ３Ｑ：23.１％

（第１四半期）
調達部門の強化とサプライヤとのコラボレーション効果
原材料価格の安定

（第２四半期）
09年８月発刊カタログで戦略商品の値下げを実施するも、セールスミックスの
良化により計画を上回る売上総利益率を達成

（第３四半期）
粗利率の高いオフィス家具の回復基調もあり、第２四半期同様の売上総利益
率を維持

業績の主なポイント①

新カタログ発刊後も第３四半期同様の売上総利益率の維持は可能な見込み
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売上高販管費比率 19.9％ （９ヶ月累計）
⇒前年同期比 +0.9ポイント
⇒通期計画値 19.6％

＜四半期ごとの売上高販管費比率の推移＞
１Ｑ：19.4％ ２Ｑ：20.3％ ３Ｑ：20.0％

＜第３四半期（３ヶ月累計）前期増減額＞
+7.4億円

＜主な増加要因＞
業務統合システム導入などによるソフトウェア償却費・ホスティング費・システ
ム外注費の増加（+3.5億円）

ECO-TURN導入の初期コスト発生などによる消耗品費の増加（+1.0億円）

Bizex買収に伴うのれん代償却の増加（+1.1億円）

貸倒引当金の増加（+0.6億円）

業績の主なポイント②

業務統合システム入替によるソフトウェア償却費などの負担増は、今後も影響
するが「業務統合システム導入によるBPR(次ページ)」によりコスト削減を推進

13

複数のワークグループによるＢＰＲプロジェクトを発足

工数削減

コスト削減
• 直接的なコストの削減効果
• 紙代・郵送費
• 在庫廃棄・保有コスト 等

期待
効果

分類 内容

売上増加
• 在庫回転UP、営業プロセス改善、

サービスUP等による売上高の増加

業務統合システム導入によるＢＰＲ

圧倒的なローコスト
オペレーションの構築

効果

更なるビジネス進化
サービスの差別化

コスト削減目標

年間10億円

当社の強みである無駄バスターズ・コストバスターズへの展開

システムボトルネックの解消により、コスト削減に留まらず更なるビジネスの進化

• 業務の簡素化・システム化等による
作業や管理に係る時間（工数）の削
減効果
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16.0%

17.0%

18.0%

19.0%

20.0%

06/５期 07/５期 08/５期 09/５期 10/５期
予算

販管費比率

販管費（除く減価・ソフトウェア償却費）比率

アスクルの強みの
無駄バスターズ
コストバスターズ
の成果の実績

ソロエルシステム
業務統合システム

導入に伴う
一過性の上昇

売上高販管費比率の推移

業務統合
システムの
稼動により
ＢＰＲを加速

15

環境負荷の低減とコスト削減
返品及びそれに伴う廃棄の削減

- 継続的活動がコスト構造に変革をもたらす -

カタログ表記改善

お客様からの返品の約半数は、
「お客様のカタログの見間違
え・買い間違え」となっておりま
した。アスクルでは、よく返品
が発生する商品のカタログ
ページを分析し、お客様が買
い間違えを起こしにくく、商品
を選びやすいカタログ表記に
努めております。その結果、
09/５期においては、返品率を
07/５期比で約24％削減するこ
とができました。

返品センターにおける良品化商品
廃棄削減の取り組み

お客様から返品された商品の約
半数は、廃棄処分となっておりま
した。アスクル返品センターでは、
各サプライヤと協働で商品の良品
化を推進しております。また、良品
化困難な商品は『わけあり品』とし
てWebサイトを活用し、お客様にご
了解をいただき、お買得価格でご
提供しております。その結果、 09/
５期においては、廃棄額を07/５期
比で約38％削減することができま
した。
今後も廃棄削減を促進します。

07/5期の廃棄金額を100とした場合の推移。毎年

着実に廃棄削減を進めております。

廃棄金額の推移

100

87

62

40

60

80

100

07/５期 08/５期 09/５期

08/08/５期開示時点予測５期開示時点予測:: 6969

商品廃棄損の削減等 09/５期 総額 約1.5億円コスト削減効果

上記の改善数値は、会計上の数値とは異なり、社内管理会計上のシュミレーションによるものです。

コストバスターズ・無駄バスターズの一例

009/9/５５期第４四半期期第４四半期
開示開示資料資料抜粋抜粋
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業務統合システムが稼動 ～e‐ビジネスの進化～

e-プラットフォーム・・・お客様とサプライヤー様をつなぎ、両者にとって効率的・ローコストな運営が可能となるプラットフォーム

エージェント

個人

中小
規模

法人

大企業

中堅企業

問合せ系
倉庫

システム

サプライヤ

配送委託先

導入15,397社

導入率
91.0％

07年12月より
スタート

08年４月より
スタート

業務統合
システム

e-プラットフォームの中核となる業務統合システムとフロントシステムの連携により

e-ビジネスの進化スピードの向上を図る

17
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40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

05/2月 06/2月 07/2月 08/2月 09/2月 10/2月

インターネット売上高比率の推移(単体）

（月度）

全社で取り組んでいる
ウェブビジネスが
順調に拡大。

ついに60％超えに

インターネット売上高比率

10/２月度実績 60.1％

インターネット売上高比率の着実な増加

お客様ニーズへ即応しつつ
ローコストオペレーションの
更なる推進を目的として

70％超えを目指す
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設備投資 25.5億円（９ヶ月累計）
（ 6.2億円）（うち３ヶ月）

⇒年間計画 27億円

＜第３四半期（９ヶ月累計）の主な内訳＞
業務統合システム 15.8億円

（参考）
減価償却費＋ソフトウェア償却費 8.2億円
９ヶ月累計 21.3億円/年間計画 34億円

業績の主なポイント③

10/５期の設備投資計画はもともと前半に集中しており、ほぼ予定通りに消化
11/５期も10/５期並みの設備投資を継続し、ビジネス進化による事業拡大を目指す

19

９ヶ月累計 07/５期 ３Q 08/５期 ３Q 09/５期 ３Q 10/５期 ３Q

営業活動によるC／F △ 1,770 4,089 3,877 11,517

(うち減価・ソフトウェア償却費） 1,359 1,541 1,994 2,135

前期末休日要因調整 2,829 3,306 - -

当期末休日要因調整 - - - △ 4,944

営業活動によるC／F（改） 1,058 7,395 3,877 6,572

投資活動によるC／F △ 6,003 △ 2,866 △ 3,181 △ 2,959

フリーC／F △ 4,944 4,528 695 3,613

【単位：百万円】

フリーＣ／Ｆについて（連結）

運転資本の削減・設備投資の常態化によりフリーＣ／Ｆは大幅に改善
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Ⅰ. 現在のステージ

Ⅱ. 第３四半期業績の概要

Ⅲ. 通期業績の見通し

Ⅳ. 既存事業の施策

Ⅴ. 新規事業の進捗状況

21

76.5

72.4

71.7

69.8

70.1

68.5

進捗度
（B）/（Ｃ）

通期見通し10/５期 第３四半期
09/５期

第３四半期

９ヶ月累計

1.8

3.5

3.6

19.9

23.5

100.0

売上比

2,525

4,925

5,016

27,711

32,727

139,052

金 額
（B）

1.6

3.3

3.4

19.6

23.0

100.0

売上比

3,300

6,800

7,000

39,690

46,690

203,000

金 額
（Ｃ）

△24.8

△16.8

△15.0

+2.7

△0.4

△2.0

前年同期比
（B）/（A）－１

100.0141,856売上高

2.4

4.2

4.2

19.0

23.2

売上比

26,971販管費

32,875売上総利益

5,923経常利益

3,358
当期（四半期）
純利益

5,904営業利益

金 額
（A）

％ ％百万円 ％％百万円 百万円％

売上高は引き続き厳しい状況ではあるが繁忙期におけるカタログ施策に期待
売上総利益率は計画を上回る水準で推移しており、利益計画については達成圏内
通期の見通しは、09年７月２日公表の連結業績予想から変更いたしておりません

Ⅲ．通期業績の見通し（連結）
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Ⅰ. 現在のステージ

Ⅱ. 第３四半期業績の概要

Ⅲ. 通期業績の見通し

Ⅳ. 既存事業の施策

Ⅴ. 新規事業の進捗状況

23

「アスクルカタログ 2009 秋・冬号」
09年８月発刊

「アスクルカタログ 2010 春・夏号」
10年２月発刊

安
い
の
一
歩
先
を
行
く

価格が安いのは当たり前、
サービスの差別化によりトップラインを牽引

１．新カタログ発刊①
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価値ある商品を
圧倒的な価格で提供

必要なときに必要なだけ
販売単位追加・見直し

発見・オススメ
付加価値商品訴求

お客様の声に素直に耳をかたむけたカタログ施策

アスクル成長の原点

１．新カタログ発刊②

25

ECO-TURNに登録

ECO-TURNに未登録

１．新カタログ発刊③

*2010年2月2日現在

「通い箱、通い袋の
配送が始まるそう
ですが大歓迎で
す！」

私たちも綺麗に利用し
ECO-TURN配送に積
極的に協力する事を心
がけていきたいと思い

ます
対象外地域なのが
ちょっと残念です。で
も大きな１歩です！

ありがとう！

最初にサービスを開始した東京23区のアスクルア
リーナのお客様のうち、構成比で90％の方がECO-
TURN対象にご登録

ＥＣＯ－ＴＵＲＮ配送
サービスエリアを
大阪・名古屋
地区へ拡大

Ｂｉｚｅｘの買収により早期実現したサービス、大きなコスト負担無く差別化を推進
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横 浜

福 岡

大 阪 名古屋

東 京

仙 台

２．Ｂizexの進捗状況

アスクルの物流センター（６拠点、２メディカルセンター）は全てBizex運営に移行
⇒ 外部流出コストを抑制し、連結利益の極大化に寄与
⇒ 更なるローコスト運営を目指すとともに、全国拠点でサービスの差別化を図る
試験的に実施しているラッピング配送車輌での広告宣伝を拡大（３月で車輌追加）

27

Ⅰ. 現在のステージ

Ⅱ. 第３四半期業績の概要

Ⅲ. 通期業績の見通し

Ⅳ. 既存事業の施策

Ⅴ. 新規事業の進捗状況
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10/５期
 １Q累計

10/５期
 ２Q累計

10/５期
 ３Q累計

10/５期
 ４Q累計

11/５期　 12/５期　

SOLOEL 売上高実績

SOLOEL 売上高目標

１．SOLOELの進捗状況

お客様事例/効果の
見える化に注力

エンタープライズ版の導入には
時間を掛けながら対応

スタンダード版
グランドオープン

アスクルアリーナの
お客様のシフト促進

累計1,000社
黒字転換目標

スタンダード版
パイロットオープン
累計300社目標

当初計画比では想定より
時間を要しているものの
目指すべきゴールは不変

企業の間接材電子購買の

デファクトスタンダード
を目指す

13/5期目標
通過額1兆円

売上高1,000億円
累計5,000社超に
向けた拡大期へ
※右棒は12/５期目標

29

流通業A社様 食品メーカーB社様

第２四半期でお知らせした購買分析中の
７企業グループのうち２グループが契約内定

現在、他６企業グループ、合計128社が導入
【導入企業】
・アサヒビールグループ様 ・オムロングループ様
・資生堂グループ様 ・ソニーグループ様*

・ジェイアール東日本商事様 ・ワールドグループ様*

* ソニーグループ様・ワールドグループ様では、間接材購買業務のみSOLOELが代行。

SOLOELエンタープライズの導入について
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0

100

200

300

400

04/５期 06/５期 08/５期 10/５期

第4四半期
第3四半期（累計）

128

103

83

57

27
12

154

0

50

100

150

04/５月 06/５月 08/５月 10/２月

アスクルアリーナ等売上金額の推移

アスクルアリーナ累計ご登録企業数の推移

（億円）

（100社）

42

85

149

224

297

279
SOLOEL

スタンダード

中堅企業中堅企業

大手企業大手企業

中小事業所中小事業所

SOLOEL
エンタープライズ

ｱｽｸﾙｱｽｸﾙ

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

ｼｮｯﾌﾟｼｮｯﾌﾟ

ぽぽちっとちっと
ｱｽｸﾙｱｽｸﾙ

個個 人人

ｱｽｸﾙｱﾘｰﾅｱｽｸﾙｱﾘｰﾅ

345

SOLOELのお客様基盤となる
アスクルアリーナのご利用は計画通りに推移

10/５期 目標

378億円

SOLOELスタンダードのお客様基盤

31

* 「効率的な配送によるCO2排出量の抑制」や「配送物品の適正梱包」など、無駄をなくし環境に配慮して行なう配送のこと。
**企業が物品やサービスの調達を行なう過程において、CSR（Corporate Social Responsibility：企業の社会的責任）の観点から、当該物品・サービスのサプライ

チェーン全体の社会・環境面に配慮しながら行なう調達活動のこと。

アスクル
アリーナ

アスクル

文
房
具

Ｏ
Ａ
機
器

消
耗
品

FAX等での
直接発注

拠点ごと/サプライヤごとに、様々な方法で購買
(システム、電話、FAX他)

拠点ごと/サプライヤごとに、様々な方法で購買
(システム、電話、FAX他)

ＳＯＬＯＥＬにより、全ての購買プロセスを一元管理ＳＯＬＯＥＬにより、全ての購買プロセスを一元管理

本社 B事業所A事業所 工場

サプライヤA社

工
場
資
材

工
具

設
備

サプライヤB社

店
舗
資
材

印
刷
物

梱
包
資
材

サプライヤC社

理
化
学
品

設
備

研
究
材
料

アスクル

文
房
具

Ｏ
Ａ
機
器

消
耗
品

サプライヤA社

工
場
資
材

工
具

設
備

サプライヤB社

店
舗
資
材

印
刷
物

梱
包
資
材

サプライヤC社

理
化
学
品

設
備

研
究
材
料

本社 B事業所A事業所 工場

これまでの購買これまでの購買 ＳＯＬＯＥＬ購買サービスＳＯＬＯＥＬ購買サービス

多数の拠点、多分野の商品の購買管理を一元化し、間接材購買の「見える化」ができま
す。それにより企業価値向上・コスト減・プロセス革新が実現できます。

○○
システム

エコ配送*・CSR調達**

アスクルアリーナからSOLOELへ
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お客様

本社

A事業所

B事業所

工場

購買システム

共同購買品

お客様個別商品

サプライヤＢ

アスクル

サプライヤＡ

お客様個別
サプライヤ①

お客様個別
サプライヤ②

取りまとめ請求／エコ配送

SOLOELスタンダードについて

第４四半期にパイロットオープンし、モニター企業様の検証を経て、11/５期にグランドオープン
の予定
現在、サービス開始に向けたシステムの最終テストを実施中

新規のお客様は、全ての間接材を一元的に購買できます。
アスクルアリーナをご利用されているお客様は、更に進化したＳＯＬＯＥＬ購買サービスにより、
アスクル商品に加え推奨サプライヤとお客様個別サプライヤの商品を安心安全に購買できます。
ＳＯＬＯＥＬ導入企業と共に共同購買を実現できます。

新規のお客様は、全ての間接材を一元的に購買できます。
アスクルアリーナをご利用されているお客様は、更に進化したＳＯＬＯＥＬ購買サービスにより、
アスクル商品に加え推奨サプライヤとお客様個別サプライヤの商品を安心安全に購買できます。
ＳＯＬＯＥＬ導入企業と共に共同購買を実現できます。

推奨サプライヤ商品

推奨サプライヤ

アスクル商品

33

10/５期
　１Q累計

10/５期
　２Q累計

10/５期
　３Q累計

10/５期
　４Q累計

11/５期 12/５期

アスマル（ぽちっとアスクル） 売上実績

アスマル（ぽちっとアスクル） 売上目標

日本における新しいＢｔｏＣ
Ｎｅｔ流通を創造する

２．アスマルの進捗状況

ぽちっとアスクルを
アスマルへ継承

ネットプライスドットコムと
資本業務提携

ぽちっとアスクル
の事業計画の売上
※アスマル事業計画

は現在策定中

アスクルにて
個人向けECサイト

ぽちっとアスクルを運営
30～50％の成長

個人向け電子購買
チャネルにおいて

確固たるポジション
の確立を目指す

「よくばりな」新たな
個人向けECサイト

を構築中

「お客様と生産者の顔と思いが
通い合うオープンでフェアな場」
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10/５期
　１Q累計

10/５期
　２Q累計

10/５期
　３Q累計

10/５期
　４Q累計

11/５期 12/５期

上海愛速客楽 売上実績

上海愛速客楽 売上目標

３．上海愛速客楽の進捗状況

導入期 第１ステージ
様々な販促効果を検証し
お客様数・売上高の拡大の

可能性について確信

更なる売上の
拡大を目指すとともに
収益構造転換を図る

第２ステージ
ゴールの目標

導入期 第１ステージから第２ステージへ

第２ステージのゴール

①収益構造転換を図り黒字を達成
②アジア・グローバル展開のベース
となるビジネスモデルを確立

組織体制を刷新し
第２ステージに突入

（董事長・総経理人事）

35

付 録
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《付録》

① インターネット売上高比率

② オリジナル商品

42.8％△4.6ポイント40.4％上 記 以 外

57.2％＋4.6ポイント59.6％イ ン タ ー ネ ッ ト 経 由

2009/５期
第３四半期

前期差
2010/５期
第３四半期

12.1％1.2ﾎﾟｲﾝﾄ13.3％売 上 高 構 成 比

33,343△34332,909カタログ掲載商品数

3,219＋1463,365オ リ ジ ナ ル 商 品 数

2009/５期

２月度
前期差

2010/５期

２月度

（注１） 売上高比率は、受注ベースで記載しております。
（注２） 各期第３四半期の単体実績を記載しております。

（注１） 各期２月度の単月・単体実績を記載しております。
（注２） 売上高構成比には、オリジナル・コピーペーパーは含まれておりません。
（注３） 各数値には、メディカル＆ケアカタログ、メディカルプロカタログ、家具カタログ掲載品を含みます。

（単位：SKU）

37

△ 38.9％

△ 41.1％

1,9921,217ソフトウェア仮勘定（注２）

138建設仮勘定 （注２）

（単位：百万円）

（参 考）

（注１）設備投資額は発生ベース額にて記載しております、減少分は反映しておりません。
（注２）建設仮勘定及びソフトウェア仮勘定は一部消費税等を含んでおります。
（注３）2010/５期 第３四半期における主な設備投資は以下の通りであります。

業務統合システム 389百万円

《付録》

△ 22.7 ％

△ 20.5 ％

△ 22.5 ％

前期比

2009/５期
第３四半期（３ヶ月累計）

2010/５期
第３四半期（３ヶ月累計）科目名

733567無 形 固 定 資 産

7156有 形 固 定 資 産

804624
【 設 備 投 資 額 】

(注１、３）

金 額金 額

③ 設備投資
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